
PRESS  RELEASE

◆ 実施概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2026年10月21日報道関係者 各位

取材のお願い

― 授業「食とデジタルデザイン」で外部講師授業を実施（10/27〜12/15
全4回）―

地元グルメインフルエンサー久保田大希さんと
起業した卒業生に学ぶ、食育ショート動画づくり

松山東雲女子大学 心理子ども学科
地域イノベーション専攻の3年生8名が、授業「食とデジタルデザイン」に
おいて、愛媛のグルメ情報を発信するインフルエンサー・久保田大希さんと、グルテンフリーのバスクチーズ
ケーキ専門店「harucafe」を開業した本学卒業生を講師に迎え、SNSでの情報発信とショート動画制作を学び
ます。
データサイエンスを学ぶ学生たちが、地域の食の魅力や食育のメッセージを広く届ける方法を、発信の最前線
に立つお二人から実践的に学びます。

授業名：食とデジタルデザイン（3年次・演習／担当：食物栄養学科 田中
洋子教授）
受講者：人文科学部 心理子ども学科
地域イノベーション専攻
3年生
8名
場　所：松山東雲女子大学（松山市桑原3-2-1）本館4階 コ・ラーニング教室
講　師：久保田 大希さん（インフルエンサー）〈4回すべて登壇〉

　　　　　   堀内 陽菜さん（harucafe
オーナー・本学卒業生）〈10/27（初回）登壇・その他の日程は未定〉

日程および講義内容：（時間はいずれも10:30〜12:00） 


　　2026年10月27日（火） 第5回  デジタル技術を活用した食育①（講義）
　　2026年11月17日（火） 第6回  デジタル技術を活用した食育②（講義）
　　2026年12月1日（火）   第7回  動画制作演習①（演習指導・フィードバック）
　　2026年12月15日（火） 第8回  動画制作演習②（演習指導・フィードバック）

◆ この取り組みの3つの特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

① 正しい情報を届け、行動変容につなげる
食品ロス、生活習慣病の予防、郷土料理の継承など、食に関する社会課題の多くは、一人ひとりの日々の
取り組みで解決に近づきます。しかし、情報は忙しい日常の中で埋もれがちです。いま、SNSのショート
動画から情報を得る人が多くなっています。本授業は、管理栄養士として病院・保健所・健診機関で20年
以上の経験を持つ食物栄養学科の田中洋子教授が担当し、前半で食育や食品ロス、愛媛の食文化の継承に
ついて学んできました。後半の4回では、その知識を情報に変える手法を、SNS発信の実践者から学びま
す。

②データサイエンスの視点
受講するのは、データサイエンスを学ぶ地域イノベーション専攻の学生です。誰に何をどう届ければ反応
が生まれるのか。投稿の手法を分析し改善する視点は、データを活用した地域課題の解決につながるもの
です。今回の授業で学生が制作した食育や愛媛の食をテーマにしたショート動画は、本学のSNSで発信す
る予定です。



◆ 講師紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会場　４階

駐車場

【お問い合わせ】
　 松山東雲短期大学
食物栄養学科　田中
洋子
　 TEL：089-931-6211（代）
 【発信元】
　松山東雲女子大学・松山東雲短期大学 広報 
　Mail：kouhou@shinonome.ac.jp

※ 取材にお越しいただける場合は、各回の前日までにご連絡いただけますと幸いです。

③地元で活躍する発信者から学ぶ

愛媛の飲食店や地域の話題をInstagramで毎日発信し、3.5万人を超えるフォロワーを持つインフルエンサ

ーの久保田大希さんと、グルテンフリーのバスクチーズケーキ専門店「harucafe」を開業した本学卒業生

を講師に迎えます。お二人から、短い時間で興味を引く構成やテンポのよい編集など、「最後まで見てもら

う」動画づくりのノウハウを学びます。

久保田 大希（くぼた
たいき）さん：タレント・インフルエンサー

伊予郡松前町出身。2021年に愛媛へ帰郷後、Instagramのリール動画で愛媛の飲食

店や産品、イベント、おでかけスポットの情報を発信。「はーい！たいきです！」

のオープニングでおなじみで、フォロワー数は約3.5万人（2026年10月時点）。視

聴者を引きつける構成、テンポのよいカット割りなど、"最後まで見てもらう"動画

づくりにこだわり、投稿を続けています。出身地・松前町の「まさきオフィシャル

サポーター」を務めるなど、自治体と連携した地域の魅力発信にも取り組んでいま

す。（Instagram @kurokoge_taiki）

堀内 陽菜（ほりうち
はるな）さん：harucafe
オーナー

松山東雲短期大学 食物栄養学科卒業。2026年4月、伊予鉄道久米駅から徒歩30

秒の場所に、グルテンフリーのバスクチーズケーキ専門店「harucafe」を開

業。小麦粉も米粉も使わないなめらかなチーズケーキで、グルテンが気になる

人もそうでない人も、同じテーブルで「おいしい」と言える場所づくりを目指

しています。食物栄養学科で培った食の知識を商品づくりに活かし、

Instagramのリール動画で新しいフレーバーや店舗情報を発信しています。

（Instagram
@harucafe_ehime96）

キャンパスマップ
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